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共通語彙基盤、文字情報基盤の事業実施体制

戦略

政策

実行

情報処理推進機構

経済産業省

委託

平成28年度電子経済産業省構
築事業（情報共有基盤に係る各
種委員会の運営事業）
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2016年度共通語彙基盤実施の概要

 データベースとツール
 開発に着⼿(2016年度)→2017年度運⽤開始

 仕様の策定
 コア語彙の検討と公開
 DMD仕様の策定と公開
 構造化項⽬名記法の策定と公開
 IMI語彙の定義記法を策定

 情報公開
 ⼿引き書類の整備と公開
 「公開ドラフト」の公開
 DMDの公開

 体制の構築
 imi.go.jpサイトの運⽤を開始
 IMIパートナー制度の運⽤を開始

 普及啓発活動
 セミナー（6⽉、2017年2⽉）、ハッカソン（11⽉）



データベースとツール
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語彙データベースとユーザー⽀援ツール

「語彙データベース」と連携して動作し、語彙やDMDの作

成を支援したり、自治体システムから呼び出されて構造化デ
ータの作成を支援するなど、共通語彙基盤を活用するための
ツール

語彙作成支援ツール 組織、ドメイン等で使用している言葉を整理し、階層を
もつ語彙を作成する作業を支援するツール

コード・コードリスト作成
支援ツール

業務において使用しているコードからIMI形式のコード
及びコードリストの作成を支援するツール

DMD作成支援ツール データの項目一覧を元に、DMDの新規作成や既存
DMDの編集を支援するツール

データ形式変換ツール 表形式のデータを、対応するDMDを使って共通語彙基

盤によって表現される構造化されたデータへ変換する
ツール

DMD検証ツール DMD内の各種ファイルがDMD仕様の要件を満たして
いるかどうか及びIMI用語がIMIのルールに従って利用
されているかどうかを検証するツール

データ検証ツール DMDに記述されたデータ構造や値制限に適合してい
るかどうかを検証するツール

共通語彙基盤ライブラリ 上記のツールが共通で用いる機能やデータを利用す
るアプリケーションの開発を容易にする機能を提供す
るライブラリ

共通語彙基盤利用登録
及びロゴ取得ツール

共通語彙基盤の利用を登録し、共通語彙基盤ロゴを
取得するためのツール
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データベース、ツールの開発状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
語彙DB

コンテンツ検討委員会

ドメイン運用検討委員会

ユーザ支援ツール

イベント

実証実験
データ変換

契約 最終納品中間納品

連携

動作確認
α版 β版
コンテンツ

契約
中間納品

最終納品

①
検討会

②
検討会
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仕様の策定
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 コア語彙の検討と公開
 DMD仕様の策定と公開
 構造化項目名記法の策定と公開
 IMI語彙の定義記法を策定



コア語彙SWG実施状況
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1 2016/04/15 運用 ロゴプログラム、<imi.go.jp>、6月実施イベントなどについて

2 2016/05/18 運用 海外連携(SEMIC参加)、ロゴプログラム、6月実施イベントなどについて

3 2016/06/17 運用 語彙DBと語彙ツールの事業進捗状況について

4 2016/07/15 運用 「imi.go.jp」について、語彙DBと語彙ツールの事業進捗状況について

5 2016/08/18 運用 初期段階でのドメイン語彙運用、「imi.go.jp」取得状況について

6 2016/09/14 運用 初期段階でのドメイン語彙運用、「imi.go.jp」取得状況について

7 2016/12/05 運用 パートナープログラムの検討状況、運用ルールについて

8 2017/01/10 運用 パートナープログラムの検討状況、運用ルールについて

9 2017/02/17 運用 パートナープログラムの検討状況、ドメイン語彙プロセスの検討について

1 2016/04/22 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、文字セットの制限について

2 2016/05/27 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、文字セットの制限について

3 2016/06/10 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、コア語彙 2.4に向けて、日本語シリアライズについて

4 2016/06/24 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、コア語彙 2.4に向けて、日本語シリアライズについて

5 2016/07/08 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、コア語彙 2.4に向けて、日本語シリアライズについて

6 2016/07/22 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、コア語彙 2.4に向けて、日本語シリアライズについて

7 2016/08/12 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、コア語彙 2.4に向けて、日本語シリアライズについて

8 2016/08/26 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、コア語彙 2.4に向けての検討

9 2016/09/09 技術 共通語彙基盤ドキュメント整備、日本語シリアライズについて

10 2016/09/21 技術 コア語彙 2.4に向けて、IMI構造化項目名(日本語シリアライズ)について

11 2016/10/07 技術 コア語彙 2.4に向けて、IMI構造化項目名について

12 2016/10/28 技術 コア語彙 2.4に向けて、IMI構造化項目名について

13 2016/11/14 技術 imi.go.jp 公開に向けての検討

14 2016/11/25 技術 コア語彙 2.4に向けての技術検討

15 2016/12/02 技術 DMD3.0仕様の調整、コア語彙 2.4に向けての技術検討について

16 2016/12/16 技術 DMD3.0仕様のパブリックコメント回答について

17 2017/01/13 技術 コア語彙2.4の技術検討、IMI 構造化項目名記法 パブリックコメント回答について

18 2017/01/27 技術 DMD3.0仕様のパブリックコメント回答、XBRLとコア語彙の対応表 確認について

19 2017/02/10 技術 コア語彙 2.4に向けて、DMD3.0仕様、コア語彙のマスター表現について

1 2016/09/20 XBRL DMDの説明

2 2016/10/24 XBRL DMDをXBRLで作成したものを確認し議論

3 2016/12/06 XBRL EDINETで語彙の管理がどのようにされているか

4 2017/02/06 XBRL 財務報告書の表紙レベルとハイライト情報をIMI XMLで作成試行

1 2017/02/10 統計センター 統計LODとIMIとの共通化、整合性構築、相互リンクについて

1 2016/09/26 ドキュメント コア語彙ドキュメント制作キックオフ

2 2016/10/24 ドキュメント コア語彙ドキュメント

3 2016/12/07 ドキュメント 年末、年度末に向けたドキュメント整備について

4 2017/01/12 ドキュメント 詳細版ドキュメントについて検討

5 2017/01/30 ドキュメント 詳細版ドキュメントについて検討

2016/4/1～2017/2/17
実施回数：38回
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コア語彙2.4の公開（2017年3⽉）
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 さらなる利便性の向上と、適⽤範囲の拡⼤
⾏政現場からの意⾒に基づき、利便性の向上と適⽤範囲の拡⼤を図っ
た。
 全ての具体的な物や事象を表すクラス⽤語に、ID、参照、表記、

画像に追加を追加して、これらのプロパティがどのクラス⽤語で
も統⼀的に利⽤できるようにした。

 Webサイト、URLなどに分かれていた参照に関するプロパティを
「参照」に統合。

 サービス型を追加
 ⽂書型を追加

 コア語彙2.3に対して上位互換を維持
 厳密には互換でない例外１つを除く



DMD仕様の策定と公開

 データ交換を行う当事者間で共有するデータモデルの記述方式を決め、公開
- 参照するスキーマや項目の値の制限、項目の内容を説明したドキュメントなど、データ項目

を共有するために必要な情報をひとまとめにしたパッケージ。
- 機械向けの情報と人間向けの情報の双方を持つ

DMDの構造

 2016年10月3日 DMD仕様 Ver 2.0公開
- 語彙DBおよび、語彙DBユーザー支援ツールに仕様として添付したものを一般公開

 2016年11月18日 「DMD仕様 v3.0」ワーキングドラフトを公開
- 今後の検討に向け意見募集を実施

11

DMD

連携連携

コア語彙 その他の語彙

データ作成者
データ利用者
アプリ開発者

DMD

データ項目の一覧

DMDの利用者に向
けた説明文書

サンプル

構造とデータ
項目一覧と
の対応関係

各項目に対する
値の範囲や書式
などの制約条件

データ構造

DMD（データモデル記述様式）を媒介とすることで、
データの作成や連携が容易になる。

DMD (Data Model Description / Descriptor)



構造化項⽬名記法の策定と公開
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語彙の階層構造をわかりやすく表現するための記法を策定し、公開
<http://imi.go.jp/goi/j-serialize.html>

2016年09月06日
意見募集を実施。

2016年11月18日
ご意見を反映・検討し、「構造化項目名記法
Ver1.0」ワーキングドラフト外部リンクとして公

開。再度、意見募集を実施。

2017年3月
ご意見を反映・検討を行い、更新版を公開予

定。

人＞氏名【本名】＞姓, 人＞氏名【本名】＞名, 人＞氏名【ペンネーム】＞性名

人＞氏名＞姓, 人＞氏名＞名例1

例2



IMI語彙の定義記法を策定
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 語彙そのものをフォーマルに表現する記述⽅法の確⽴
 IMI語彙の表形式による定義を廃⽌(従来、表形式定義からXML, RDF等

の表現をここから⽣成していた）
 代わりに、同等の情報をフォーマルなシンタックスに基づく記法で記述

 構造化項⽬名を元にした表記を採⽤。
 ⽤語の定義をテキストで記述する記法
 構造化項⽬名の記法（構造の記述⽅法）に制約と定義の記述⽅法を追加

 メリット
 語彙定義の検証など、コンピューターによる処理が容易になる
 語彙とDMDの連続性が向上

表による定義からxmlなどを生成

json

rdf

xml

新しい記法を原本とし、xml等を生成

json

rdf

xml

ｈｔｍｌ



情報公開
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手引き書類の整備と公開
「公開ドラフト」の公開
DMDの公開



説明書類の整備と公開
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 IMI共通語彙基盤の背景
共通語彙基盤を使う
語彙について
 ID体系とコードリスト
 DMD(Data Model Description)について



公開ドラフトの公開（2017年2⽉時点）
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DMDの公開 (2017年2⽉17⽇)
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• 法人基本情報
• 法人活動情報
• 施設
• 避難施設
• 設備
• 医療機関
• 氏名
• イベント
• 住所
• 組織
• 地物

11種のDMDをサンプルとして公開



体制の構築
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imi.go.jpサイト
IMIパートナー制度



 情報連携に不可⽋な「基本情報」を提供するサイト
• 共通語彙基盤と⽂字情報基盤の情報を公開

IMI情報共有基盤サイトの⽴上げ
<imi.go.jp>
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IMIパートナー制度の⽴ち上げ

• 「IMIパートナー協定」のポイント
– 閣議決定に基づき、相互運⽤性の⾼い⽤語の開発を⾏うという⽬的意識の共

有
– 「IMIパートナ」の名称、IMIロゴの利⽤に係る合意

• 「連携」のポイント
– IMIパートナの試作した語彙等を、コア語彙SWGでレビューし、「公開ドラ

フト」としてIMIのサイトから公開。
– 「公開ドラフト」は、活⽤しつつ改良を重ねる。
– IPAとパートナーで、協⼒して「公開ドラフト」の改良に努める。

• 「ドメイン語彙」への移⾏
– （将来）公開ドラフトを整理統合し、管理責任を担う組織を決定し、「ドメ

イン語彙」としての⾃⽴的運⽤を図る。
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IMIパートナー（2017年２⽉時点）

21



普及・啓発
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セミナー
対外関係
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セミナー

 活⽤が広がる「共通語彙基盤（IMI）」
• 2016年6⽉3⽇(⾦) 東京グランドホテル（芝公園）
• メインセッション 共通語彙基盤IMIの概要や⾃治体での活⽤事例

110名参加
• 技術セッション IMIを利⽤したデータの作成⽅法についてデモンスト

レーション 50名参加

講演資料と講演映像
http://goikiban.ipa.go.jp/node1212

 オープンデータ最前線 〜⾃治体データ共有と共通語彙基盤の取組みについて
〜

• 2017年2⽉22⽇（⽔） ITビジネスプラザ武蔵（⾦沢市武蔵町14-31）
• ⼀般社団法⼈コード・フォー・カナザワとIPAの共催
• IMI共通語彙基盤事業の説明とワークショップ
• 定員50名

https://cfk.connpass.com/event/49523/



データ活⽤にかかる「ハッカソン」(11⽉27⽇実施）
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合計 38名
自治体 6名

研究機関 4名
一般企業 28名

対象オープンデータの潜在的利
用者を集め、データの種類や構
造、その活用法等についての意

見やアイデアを収集。



欧州委員会との密な連携

252015年SEMIC会議でのキーノート講演

SEMIC会議での講演、パネル（ 2016年5⽉）



データマネジメント特別賞を受賞（2016年3⽉11⽇）
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活⽤状況
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LinkData.org にみる共通語彙基盤の活⽤状況

LinkData.org (オープンデータの作成・公開を⾏うサイト)では、６０を超える
共通語彙基盤を活⽤したリソース（⾃治体によるオープンデータ、オープン
データを活⽤したアプリケーションなど）が登録されている。
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LinkData.org 共通語彙基盤 活⽤リソースの登録数

2.3 リリース2.2 リリース
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2.3.1 リリース
2.3.2 リリース



法⼈インフォメーション（略称：法⼈インフォ）

活⽤状況
法⼈インフォメーションでは、データ
の相互運⽤性向上のために「IMI共通
語彙基盤」が活⽤されています。

法⼈インフォメーション
URL: http://hojin-info.go.jp/
運営: 経済産業省
主な内容: 国が保有する国内約400
万社の企業情報
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埼⽟県

IMI共通語彙基盤の枠組みとコア語彙を活⽤した、県と市町村の共
通形式(共通フォーマット)によるオープンデータを公開。

共通フォーマット策定の経
緯
オープンデータの活⽤が進まな
い⼤きな原因の⼀つとして、同
じ種類や内容のデータでも
フォーマットが不統⼀であるこ
とが挙げられます。団体毎、
データ毎にフォーマットが異
なっているのが実態です。
そこで、埼⽟県では、県と県内
全市町村で構成する「電⼦⾃治
体推進会議」に「埼⽟県オープ
ンデータワーキンググループ」
を設置し、より活⽤しやすい
オープンデータを公開するため
の協議・検討を⾏い、共通
フォーマットを策定しました。
策定に当たっては、経済産業省
及び独⽴⾏政法⼈情報処理推進
機構(IPA)の協⼒の下、IMI（共通
語彙基盤）の枠組みと基本語彙
を活⽤しました。
※埼⽟県オープンデータポータルサイ
ト お知らせより抜粋 30



統計LOD
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• 参照するスキーマのひとつにIMIのコア語彙を採⽤
• 語彙の改良に関し、連携・協⼒体制を構築


